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訓練進行の手引き 

 

「避難所の開設・運営イメージ」図上訓練 



『 訓練の手引書 』 
 

【Dig訓練とは】 

災害図上訓練の具体的な手法のひとつで、DIGとはDisaster Imagination Gameの略で、

「ディグ」と読みます。1997年に三重県消防防災課によって考案された簡易型災害図

上演習で、災害図上訓練 の一手法です。実施方法は、大きな地図上にビニールシート

を敷き、その上から与えられた被害状況（又は地域の特徴）およびそこから当然推測さ

れる状況を書き込み、それに対する対処方法を 10名程度のグループで討論しながら導

き出すものです。問題を可視化できること、ゲーム感覚で手軽に実施できること。安価

でできること。参加者のレベルに応じて地域の問題検討から実際の防災訓練まで幅広く

応用できることがDIGの特徴です。 

 

【目 的】 

 災害の発生状況や、推移をイメージしながら訓練することは困難です。更には、住民

同士が共通認識を持って地域防災拠点の訓練を行うためには、実災害の経験や、イメー

ジできる訓練の実施が必要不可欠となります。 

 そこで、運営委員会である学校、区役所、自治会･町内会の構成員の全員が避難所開

設･運営手順の基本的な事項を把握するとともに、運営する上での課題を共有すること

を目的として、この「地域防災拠点 Dig訓練」を作成しました。 

 この訓練は、別添のパワーポイントデータ（ＣＤ）により、地震の発生から 24 時間

の状況の推移と、避難所を開設･運営する上での課題等の解決方策などを話しあってい

くものです。 

 

【準備と実施方法】 

１ 用意するものは、学校・体育館の平面図、筆記用具、別添のパワーポイントデータ

（ＣＤ）です。 

２ 訓練の参加者は、運営委員会を構成する自治会･町内会の住民、学校長及び運営委

員会が必要と認める者となります。 

３ 進行役が、地震の発生からパワーポイント（スライド）を読み上げます。 

４ スライドによる時間の経過及び状況の推移とともに、避難所の開設･運営上、いく

つかの場面で設問が出てきます。この設問に対して、運営委員会での議論を行い、当

該拠点（運営委員会）での対処方法を導き出していきます。 

５ 拠点開設上必要な事項や設置場所を要する事項は、用意した学校・体育館の平面図

に書き込んでいきます。 

６ 進行役は、この手引書を基に、設問に対する解決方策を導き出すようにします。 

 ※ 設問によっては、必ずしも解決方策がひとつとは限りません。地域の実情に応じ

た方策もあります。 

７ 訓練の実施時間は、おおむね 40分程度です。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%B3%E4%B8%8A%E6%BC%94%E7%BF%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%B3%E4%B8%8A%E6%BC%94%E7%BF%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E5%9B%B3
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「訓練の想定」 
・南関東地震を想定しています。 
・当該区の被害を加えて説明も実

施してください。 



 

「いっとき避難場所」 
いっとき避難場所は、地震発生直後、自宅から近い広場や駐車場などに一時的に集ま

る場所で、広域避難場所や地域防災拠点に避難する前の中継点です。ここでは、一応避

難して自宅や周囲の倒壊･火災などの発生状況を確認するために地域住民が集結する場

所です。いっとき避難場所は、自治会・町内会の基準で選定しています。 

「いっとき避難場所の選定基準」 

 いっとき避難場所の選定にあたっては、生活圏に密着した近隣の公園や駐車場など、

避難者の安全が確保できる大きさのスペースを目安として選定します。 

 

 

【ここでのポイント】 
・いっとき避難場所の把握 
（いっとき避難場所選定等の説明） 
・要援護者の安否確認 
（地域の取組状況により） 

・地域の建物等被害状況破把握 
・火災、ガス漏れなどの危険要因の

把握 
・負傷者発生状況の把握 

・学校関係者（学校長・連絡調整者）

と連携して施設の安全を確認 
・水道、トイレの使用可否の確認 
・情報ツールの使用可否の確認 
・防災備蓄庫の確認及び開錠 
（上記のほか） 
・運営委員の参集状況の把握 

・避難者カードの用意（ない場合には、

ノートや裏紙などで代用する） 
※１東日本大震災における横浜市内の

拠点での実例です 
※２平時から備蓄庫に用意することを

促しましょう 
・この時点で、備蓄庫から必要な備蓄品

を管理し易い場所に運搬しておくと

役立ちます。 
【トイレ対策備蓄品の使用順位】 
① 学校施設 ②トイレパック 
③ 組立式トイレ 



 
 

 
 

 

 

【ここでのポイント】 
・割り振りスペースの確認、通路の

確保 
「区割り方法の一例」 
・高齢者用は体育マット等の活用 
・パイプ椅子やブルーシートの活用 
・近隣の店舗からダンボールを調達 
これらは一例です。この他にも、事

前に各拠点が独自で考えている区割

り方法もあります。 

【ここでのポイント】 
・避難者カードの記載事項には、本市

が安否を公表することの可否の欄

もあります。これは、親族や友人、

知人に安否をお知らせできるもの

です。 
※毛布などの物資を手渡す場合には、

回収した避難者カードにチェック

すると、毛布と配布者の管理ができ

ます。 

【ここでのポイント】 
・保健室などの利用は、学校長等とあ

らかじめ協議しておくことが必要で

す。 
・更衣室や授乳室は、安全面を考慮し、

体育館の目の届く場所に配置などの

配意が必要です。 



 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

【ここでのポイント】 
・阪神･淡路大震災では、女性がトイ

レに行けずに体調を崩してしまう

事例が多く発生しました。 
・一例に過ぎませんが、（例）に記載

のとおり、男性は外、女性は建物で

トイレパックを使用するなどの配

慮も必要です。 
※組立式トイレは、し尿回収車の進入

ができる場所に設置してください。 

【ここでのポイント】 
・一般的な小学校の体育館スペースで

は、およそ 300 人分の区割りが限度

となります。 
・避難者が 300 人を超える場合には、

校舎を使用することとなるので、訓

練時にあらかじめ、学校長と協議し

ておくよう参与がリードしてくだ

さい。 
・負傷者の傷の程度によっては、視覚

から急性ストレス障害になる住民

もいます。また、負傷者は、病状を

一括して観察できるよう部屋を別

にすることも必要です。 

【ここでのポイント】 
・震災時は、東日本大震災のような渋

滞による交通網の麻痺や、道路の亀

裂･陥没などの発生状況から、物資

が早急に配送できないことが予想

されます。必要物資は、自宅からの

持ちよりや、近隣での助け合いな

ど、早い段階で住民の中から必要な

物資を確保することも重要です。 



 

 

 

 

 

 

【ここでのポイント】 
・災害時でもゴミの分別は必要

です。 
・備蓄品の納品用段ボールを活

用するなど、早期に分別を開

始しましょう。 
・ごみ回収場所やトイレ掃除、

その他避難所での住民自治に

必要な事項は、避難者が協力

して行うルールなどについ

て、訓練時に話し合っておき

ましょう。 

【ここでのポイント】 
・東日本大震災の被災地でも、

避難所での炊き出しは、住民

の結束力と安心感が得られま

した。 
・食料･物資班とは別に、避難者

の中からも炊き出しに参加で

きる体制とし、住民に任せる

ことは、大きな効果がありま

す。 

【ここでのポイント】 
・東日本大震災では、余震や停

電の不安感から避難した住民

が多く発生しました。 
・地域防災拠点は、自宅の倒壊

等で住めなくなった住民の避

難生活の場であることを防災

訓練の会場で理解されるよう

にしましょう。 



 

 

 

  【避難所運営リーダーの心得～災害援助研究会資料より】 

１ 避難所の秩序の維持のための毅然とした態度が必要 

２ 避難者の状況を見てできないことを「できない」と伝える 

３ 自己の健康管理に留意し、交代要員の確保と「燃え尽き」の防止 

４ 「みんなが同じ怖い目に遭った」ことでの連帯意識を大事に公平性を保つ 

５ 運営委員会が自ら全てを行わず、避難者とともに生活・運営する 

【ここでのポイント】 
・運営委員会は、事前に定める班編成

とは別に、その状況に合った班編成

を行い、「住民自治」が作られるよ

うリードしていくことが重要です。

自らが動くことよりも、全体が見渡

せる位置で運営委員長をサポート

し、避難所の運営を行いましょう。 
・避難者（住民）の結束力と運営委員

会のリードにより、効果的な避難所

運営を行いましょう。 


